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穀町・田中下屋敷のアーカイブ 

－明治・大正期の史料を中心に－  

                「田中駒治家文書」より 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

須坂市文書館  



 

穀町・田中下屋敷のアーカイブ  

 

 

市内北原町在住の坂本伊都子氏よりご寄贈いただいた「田中駒治家文書」（目録整

理番号 088）の中から明治・大正・昭和に作成・収集された文書史料などをご紹介しま

す。 

 

田中駒治氏は坂本伊都子氏のご尊父にあたり、通称「田中下屋敷」（穀町）と呼ばれ

た田中家の五代目当主でした。田中下屋敷は、田中新十郎（田中本家）の弟田中平左

衛門（天保 7 年没）を初代とし、市重郎（または市十郎。万延 2 年没）、彦兵衛（明治 15

年没）、作之助（大正元年没）、駒治（昭和 40 年没）と続き、田中本家の分家としてグル

ープの一翼を担い、油問屋・製糸業・酒造業など幅広い事業を展開してきました。  

 

「田中駒治家文書」は、三代彦兵衛、四代作之助、五代駒治にいたる田中下屋敷の

家政や商い（主に製糸関係）に関する記録文書で、同家の歴史の一端を知ることができ

る貴重な歴史資料です。須坂市文書館では同家に残された文書史料の寄贈を受け、令

和 4 年 5 月に「田中駒治家文書」として整理し史料目録を公開いたしました。  

 

今展では、明治・大正・昭和時代の史料をピックアップし、田中家の家業のひとつであ

った製糸業関連の史料、おそらく大正デモクラシーを背景に発行されたであろう須坂発

信の新聞各紙、昔懐かしい商店のチラシや珍しい絵葉書、日露戦争に出征した兵士の

手紙などから須坂製糸業の一端や当時の人々の暮らしなどを垣間見たいと思います。  

 

最後になりましたが本史料の展示にあたり、ご寄贈いただいた坂本伊都子氏にあらた

めて感謝申し上げる次第です。 

 

令和 5 年 1 月  

須坂市文書館  

 

 

※誌面の都合により一部の展示史料は未掲載です。  

 

  



田中下屋敷と製糸業

横濱貿易新聞 明治25年8月11日付(夕報）
発行：横濱貿易新聞社（横浜）

横濱生糸商况報告（中外商業新報附録）
明治25年5月21日付
発行：商况社（東京日本橋）

・澁澤商店（横浜）

田中下屋敷では明治時代、「田作」の屋号（工場名）で製糸業を営んでいた。屋号は4代作之助の名前に因ると考えら
れる。創業は明治10年で釜数36。コレクションには350点以上の製紙関連紙があり、作之助が横浜の澁澤商店や茂木商
店などの生糸問屋が発信する生糸商况や各種情報を熱心に収集していたことが伺える。「田作」は東行社系列の中堅
工場として活動したが明治36年頃に閉業したといわれる。

１

横濱貿易新聞夕報
附録「生糸並ニ附
屬品商况報告」
明治25年8月11日付
茂木商店(横浜)提供
（部分掲載）
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明治廿二年度工女賃金規定 明治22年7月2日 東行社

繭仮送り状 明治38年6月27日
差出人：梅田屋健治（長野町相ノ木） 受取人：田中作之助

田中商店宛書信 （明治）
差出人:高山定蔵（上高井郡長丘村） 受取人:田中商店（田中作之助）
繭の代金に誤りがあったとして再調査を依頼する書信。

２



工女約定証 （明治） 東行社

明治20年代になると東行社をはじめ製糸工場では生糸の品質向上のため等級・賞罰を細か
く規定するようになった。繰糸の品質に等級・褒賞が付され、デニール（繊度）・光沢・
切断等に対し罰金が課せられたのである。工女にとってやりがいにもなったが、個人の技
量による賃金格差が広がることにもなったといわれる。

３

乙号製糸記載簿
明治25年6月

生繭荷請帳
明治27年6月



日露戦争と
須坂の人々

丸山平治（旅順要塞歩兵第五十連隊第六中隊所属）より田中作之助宛

森山滝治（第三軍野戦歩兵第二十八連隊第三大隊第九中隊所属）より田中作之助宛

戦地からの手紙

消印を見ると2通ともポーツマス講和条約締結(明治38年9月4日)前後の手紙である。すでに大
規模な戦闘は行われておらず、条約締結の行方を見守るような内容になっている。森山の手
紙では、小さな戦闘で敵軍を追い払ったとあり、続けて講和談判が落着しなかった場合、恩
に報いる覚悟で哈爾濱（ハルピン）、ウラジオストクまで占領するとペンを奮っている。

長野新聞号外 明治37年4月26日付

明治38年1月1日、乃木希典大将率いる第三軍がロシアの旅順要塞を陥
落。4日には降伏したロシア軍司令官ステッセル中将と乃木大将が水師
営で会見し旅順軍港攻防戦の停戦条約が締結された。日本ではこの戦
勝を祝して各地で祝勝会が開かれた。同年6月8日付

旅順陥落祝捷歌（明治38年1月） 須坂穀町祝捷会

４



日露交戦地図 明治37年6月 発行：法令館本店(大阪市南区)

５



「低空飛行ト豆自動車の大競争」

「鳥人スミス氏横轉文字書き飛行 Ｍ」

「低空横轉大飛行の実況」

「烈風砂塵ヲ突破シ空界ノ妙技ヲ揮ワントスル刹那」

「カーチス式九十馬力発動機装置復(複)葉機の側面」

「空界の覇王スミス氏と其母堂」
「今ヤ飛行セントスル刹那の
スミス氏と其母堂」

時代は大正浪漫
米国飛行家アート・スミス日本再遊紀念絵葉書 大正6年

アート・スミスは空中回転や急降下などのアクロバット飛行で人気を博したアメリカの飛行士。大正5、6年に来日。
東京、大阪、名古屋東海、東北など全国各地を巡回し、松本と長野でも興行した。この絵葉書は大正6年7月、長野市
の丹波島橋河川敷でアクロバットショーを行った際に会場で販売されたもの。

６



酒商組合略則廣告 明治23年6月23日 須坂町酒商組合
組合加盟酒店における販売規則を明確にし、販売促進を
図ることを目的に配布されたチラシ

出張大賣出し 大正15年10月15日 小升屋洋品店(長野市)

須坂町芝宮前で出張販売をした時の広告チラシ

水道附属用品特賣チラシ 大正15年10月
清水有楽舎(須坂中小町三ツ角)

祝賀紀念大景品附賣出し 大正15年10月
柘植金物店(須坂横町)

洋装品売出しチラシ （大正末～昭和初期）
中島屋洋品店出張部(長野市)

須坂町芝宮通りでの出張大売出し

須坂出張大賣出し （大正末～昭和初期）
みのや呉服店(松代町)

横町での出張販売チラシ

夢二風の美人画やポップなデザイン...

大正15年、須坂町に水道が通った頃のチラシ広告いろいろ

７



須坂新報（創刊号） 大正13年10月5日付
須坂新報社（編集発行人・山岸新蔵 須坂町832番地大字小山・当時）によって大正13年10月5日に創刊された。発行
日は5と10の日（月5回）で、須坂地域の出来事や時事評論などを掲載した。紙面中央には創刊にあたって、法学博士
原嘉道直筆の祝辞を掲載している。大正「デモクラシー」の時代。須坂ではこのほかに様々な新聞が発刊された。

８



北信朝日新聞
昭和2年7月8日付(上)

18日付(下)

北信朝日新聞社(編集発
行人･坂上政之輔 須坂
町1266番地・当時)が発
行した旬刊紙(月3回)。
18日付では創刊1周年を
記念した特集を組んで
いる。

９



信濃民衆新聞 創刊号 昭和2年7月22日付
信濃民衆新聞社(編集発行人・北村座一郎 須坂町）
が発行した月刊新聞で、写真は昭和2年7月22日発行
の創刊号。

自治新報
自治新報社(編集発行人・山崎英太 須坂町須坂
1160番地・当時)が、昭和3年5月に創刊した半月
刊紙（月2回発行）。

須坂圖書館夜學會開設通知

明治38年9月10日
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ファミリーアーカイブのすゝめ 

家族の思い出と歴史を紡いでいく  
 

 

博物館を Museum(ミュージアム )、図書館を Library(ライブラリー )というよう

に、須坂市文書館のような施設は、Archives（アーカイブズ）と呼ばれます。

この「アーカイブ」はわかりやすくいうと「記録保管（保存）」ということで、

文書館は記録を保管し、広く一般に公開する場所です。須坂市文書館は須坂市

が運営する施設ですから、ここでは須坂市が作成した公文書等の記録や、須坂

市域に残され伝えられてきた古文書・古地図・写真等をきちんと保存管理し、

市民の皆様にそれらの記録を閲覧利用していただくことを目的としています。  

 

記録保管と聞くと、なんだか難しいことのように思われがちですが、皆さんも

ご家族の姿を映した写真や映像、思い出の品々、手紙やはがき、また日記や家

計簿など、家族の成長や歩んできた道のりを示すものを大切に保管されている

と思います。それがまさにアーカイブ＝記録保管です。少し前にさかのぼって

おじいちゃんやおばあちゃんが遺してくれたものもまた、同様にアーカイブと

いえるでしょう。蔵や押入れにしまい込んで、今となっては何が何だか分から

なくなってしまったものはありませんか？  古い書類や手紙、アルバム写真、

商店街のチラシ等など、そうした品々は今に繋がる家の貴重な歴史なのだと考

えてみてはどうでしょうか？  

 

埃をかぶって汚れているからとか、読めないからといった理由で捨ててしまう

のは惜しいことです。全部でなくとも、その中から「これはわが家にとって大

切。手元に置いて子供たちにも伝えたい」というものを選んで残すだけでも良

いのです。読めない文字があったり、整理の仕方がわからない時は、文書館に

お気軽にご相談ください。専門の職員が丁寧に対応いたします。それは須坂市

文書館の大切な役割のひとつでもあるからです。  

 

須坂の各家庭が「ファミリーアーカイブ」持てば、いや実際にはすでにお持ち

なのです。あとは整理整頓するだけで、親から子へ、子から孫へと受け継いで

いける「わが家の宝物」となるのです。そして、それらが繋がっていけば、い

ずれはお住まいの地域、さらには須坂市の歴史を形作っていくことになるので

す。  
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